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振
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德
川
家
康
公
の
時
代 

 

德
川
家
康
公
の
入
府
は
千
五
百
九
十
年
（
天
正

十
八
年
八
月
一
日
）
で
す
が
、
こ
の
年
の
六
月
に

小
田
原
北
条
を
滅
ば
し
た
と
は
い
え
、
ま
だ
、
そ

の
残
党
が
関
八
州
に
は
沢
山
い
た
。 

さ
ら
に
小
田
原
北
条
と
敵
対
し
て
い
た
房
州

里
見
氏
な
ど
も
未
だ
德
川
家
康
公
に
臣
従
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
討
伐
も
緊
急
の
課

題
で
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
土
塁
の
江
戸
城
を
修

築
す
る
間
も
な
く
家
臣
団
一
万
人
の
集
住
地
を

作
る
こ
と
が
先
決
で
あ
っ
た
。 

家
康
公
は
戦
で
は
な
く
武
田
家
が
信
長
公
に

滅
ば
さ
れ
て
か
ら
、
武
田
家
の
優
秀
な
家
臣
団
を

臣
従
さ
せ
る
な
ど
の
経
験
か
ら
、
小
田
原
北
条
の

残
党
も
調
伏
し
、
家
康
公
に
な
び
か
せ
て
い
っ
た
。 

ま
た
、
一
方
に
お
い
て
成
り
上
が
り
の
秀
吉
公

が
隙
を
見
せ
れ
ば
、
い
つ
戦
い
を
挑
ん
で
来
る
や

も
し
れ
な
い
恐
れ
も
常
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

秀
吉
公
は
ほ
ぼ
天
下
統
一
を
な
し
た
と
思
い
、
家

臣
団
へ
の
報
奨
に
与
え
る
土
地
を
求
め
、
予
て
か

ら
大
陸
の
明
国
の
弱
体
化
の
情
報
を
得
て
い
た

の
で
、
明
国
の
皇
帝
を
狙
う
と
い
う
暴
挙
に
で
る
。 

歴
史
上
に
残
る
加
藤
清
正
公
な
ど
が
朝
鮮
国

へ
二
度
出
兵
し
殺
戮
を
繰
り
返
し
た
が
、
結
果
は

朝
鮮
軍
の
食
料
輸
送
路
の
ゲ
リ
ラ
活
動
に
よ
り

分
断
さ
れ
る
な
ど
で
敗
北
に
近
い
形
で
、
秀
吉
公

の
計
画
は
頓
挫
し
た
。
そ
の
間
愛
妾
の
淀
殿
は
幼

帝
秀
頼
を
懐
妊
し
た
。
太
閤
秀
吉
公
は
誕
生
し
た

幼
帝
秀
頼
を
溺
愛
し
豊
臣
政
権
の
永
続
を
願
っ

た
が
、
間
も
な
く
体
調
を
崩
し
幕
閣
に
政
務
を
委

ね
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
こ
で
、
秀
吉
公
は
幕
閣
に
五
大
老
五
奉
行
を

作
り
、
筆
頭
に
前
田
利
家
を
据
え
、
德
川
家
康
公

を
牽
制
し
た
。 

し
か
し
、
慶
長
三
年
（
１
５
９
８
）
九
月
秀
吉

公
は
、
前
田
利
家
公
、
徳
川
家
康
公
等
五
大
老
に

「
幼
帝
秀
頼
を
頼
む
！
」
と
言
っ
て
、
後
顧
の
憂

い
を
残
し
な
が
ら
こ
の
世
を
去
っ
て
い
っ
た
。
後

事
を
託
さ
れ
た
前
田
利
家
公
も
翌
年
の
慶
長
四

年
（
１
５
９
９
）
四
月
に
秀
吉
公
を
追
う
よ
う
に

亡
く
な
る
。 

こ
こ
か
ら
德
川
家
康
公
の
一
人
舞
台
の
時
代

に
入
っ
て
い
く
。
こ
れ
に
対
抗
し
た
の
が
五
奉
行

の
筆
頭
石
田
三
成
で
両
者
の
確
執
は
関
ケ
原
の

戦
場
で
決
着
（
慶
長
五
年―

１
６
０
０―

９
月
）

が
つ
く
こ
と
に
な
る
。 

そ
し
て
、
石
田
三
成
を
排
斥
し
た
家
康
公
は

着
々
と
豊
臣
家
大
阪
城
の
包
囲
網
を
築
い
て
い

く
。 ま

ず
、
家
康
公
自
ら
先
祖
が
源
氏
の
血
を
引
く

も
の
と
し
て
、
慶
長
八
年
（
１
６
０
３
）
に
征
夷

大
将
軍
の
官
位
を
朝
廷
よ
り
い
た
だ
き
、
い
よ
い

よ
江
戸
城
の
天
下
普
請
を
始
め
て
い
く
。 

家
康
公
の
素
晴
ら
し
い
と
感
ず
る
の
は
、
過
っ

て
敵
対
し
て
い
た
相
手
で
も
優
秀
な
人
材
は
臣

従
さ
せ
、
そ
の
才
能
を
活
用
す
る
事
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
武
田
の
家
臣
で
あ
っ
た
大
久
保
長
安
な

ど
が
そ
う
で
あ
る
。 

ま
た
、
日
本
で
最
初
の
武
家
政
権
を
作
り
上
げ

た
源
頼
朝
公
の
業
績
を
研
究
し
た
り
、
鎌
倉
時
代

の
歴
史
書
「
吾
妻
鏡
」
を
勉
強
し
た
こ
と
が
伝
え

ら
れ
、
武
田
信
玄
公
の
河
川
の
管
理
術
を
学
び
、

そ
の
専
門
家
臣
団
を
駆
使
し
、
着
々
と
関
八
州
二

百
四
十
万
石
を
さ
ら
に
整
備
し
て
い
っ
た
。 
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德
川
秀
忠
公
の
時
代 

 
一
方
、
征
夷
大
将
軍
を
秀
忠
公
に
就
任
さ
せ

（
慶
長
十
年―

１
６
０
５
）
德
川
家
の
盤
石
体
制

を
築
い
て
い
く
。 

こ
の
一
件
は
大
阪
城
の
豊
臣
家
を
率
い
る
淀

殿
の
怒
り
を
買
い
、
幼
帝
秀
頼
の
成
長
と
相
俟
っ

て
大
阪
城
冬
の
陣
、
夏
の
陣
を
経
て
、
豊
臣
家
は

滅
亡
さ
れ
て
し
ま
う
。
（
慶
長
二
十
年―

１
６
１

５
） こ

れ
で
、
家
康
公
は
生
涯
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
厭

離
穢
土
欣
求
浄
土
」
を
実
現
し
た
安
堵
感
か
ら
か

死
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
（
元
和
二
年―

１
６
１

６
）
。 

家
康
公
の
伝
え
ら
れ
る
遺
言
は
「
い
ま
だ
西
国

は
豊
臣
恩
顧
の
大
名
が
多
い
、
我
を
久
能
山
に
西

を
向
け
立
ち
姿
で
埋
葬
せ
よ
。
一
年
後
に
は
日
光

山
に
小
さ
な
祠
を
立
て
祀
れ
」
と
い
う
も
の
だ
っ

た
と
い
う
。 

二
代
将
軍
秀
忠
公
は
内
政
、
外
交
に
も
力
を
発

揮
し
、
江
戸
城
と
幕
閣
を
強
固
な
も
の
と
し
て
い

く
。
父
・
家
康
公
の
虎
の
威
を
借
り
る
譜
代
大
名

本
多
正
純
の
改
易
、
豊
臣
恩
顧
の
福
島
正
則
な
ど

四
十
八
家
の
改
易
を
行
っ
た
。 

ま
た
、
御
三
家
の
創
設
、
鎖
国
の
港
を
長
崎
、

平
戸
に
限
定
。
娘
・
和
子
を
後
水
尾
天
皇
に
入
内

さ
せ
る
な
ど
数
々
の
業
績
を
残
し
て
い
る
。 

元
和
三
年
（
１
６
１
７
）
に
は
庄
司
甚
右
衛
門

に
葺
屋
町
（
現
在
の
人
形
町
）
吉
原
遊
郭
の
営
業

を
許
可
し
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
市
中
の
洪
水
を

緩
和
す
る
た
め
、
現
在
の
水
現
道
橋
駅
あ
た
り
か

ら
、
神
田
山
を
開
削
し
現
在
の
浅
草
橋
、
柳
橋
を

通
し
隅
田
川
に
つ
な
げ
て
い
る
。 

         

德
川
家
光
公
の
時
代 

 

三
代
将
軍
家
光
公
の
時
代
に
入
り
慶
長
十
二

年
（
１
６
３
５
）
に
は
全
国
の
大
名
に
参
勤
交
代

の
制
度
を
定
着
さ
せ
益
々
江
戸
の
城
下
町
は
発

展
し
て
い
っ
た
。
町
並
み
の
整
備
に
か
か
る
職
人

の
流
入
、
参
勤
交
代
の
付
き
人
な
ど
に
よ
り
、
人

口
は
爆
発
的
に
増
え
て
い
っ
た
。 

家
光
公
は
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
将
軍
な
り
」

と
豪
語
す
る
よ
う
に
祖
父
家
康
公
を
尊
崇
し
政

務
を
強
力
に
進
め
て
い
く
。 

老
中
制
度
も
整
備
さ
れ
政
務
は
老
中
の
合
議

制
で
運
営
さ
れ
、
将
軍
は
決
済
す
る
の
み
に
な
っ

て
い
く
時
代
に
入
っ
て
い
く
。 

大
坂
夏
の
陣
以
来
平
和
な
世
の
中
が
続
き
、
鎖

国
と
は
い
え
海
外
か
ら
の
情
報
は
オ
ラ
ン
ダ
風

説
書
か
ら
得
て
幕
府
の
運
営
に
取
り
入
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
寛
永
十
四
年
（
１
６
３
７
）
に
島

原
の
乱
が
勃
発
し
、
幕
府
の
威
信
に
か
け
た
苛
烈

な
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
弾
圧
が
始
ま
っ
た
。
鎮
圧
責

任
者
に
は
知
恵
伊
豆
と
も
い
わ
れ
た
松
平
信
綱

が
あ
た
り
鎮
圧
し
、
そ
の
後
の
江
戸
幕
府
に
は
重

き
を
な
す
よ
う
に
な
っ
た
。 

ま
た
、
家
光
公
の
大
き
な
遺
産
と
し
て
日
光
東

照
宮
の
建
設
が
上
げ
ら
れ
る
。
父
の
秀
忠
公
の
創

建
し
た
東
照
社
を
正
保
二
年
（
１
６
４
５
）
朝
廷

よ
り
宣
下
さ
れ
東
照
宮
と
し
て
豪
華
に
再
建
し

二代将軍秀忠公の

創建 二荒山神社 
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た
。 こ

れ
が
世
界
遺
産
と
し
て
現
代
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
。
剛
腕
と
言
わ
れ
た
家
光
公
も
慶
安
四

年
（
１
６
５
１
）
に
四
十
八
才
で
亡
く
な
っ
て
し

ま
う
。 

 

      

德
川
家
綱
公
の
時
代 

 

そ
の
あ
と
を
継
い
だ
の
が
四
代
家
綱
公
で
す

が
、
ま
だ
十
一
才
の
こ
と
で
し
た
。
家
光
公
の
没

す
る
の
を
予
想
し
た
か
の
よ
う
に
由
井
正
雪
の

事
件
が
起
き
上
が
り
ま
す
。
家
光
の
弟
・
保
科
正

之
、
大
老
の
酒
井
忠
勝
、
老
中
の
松
平
信
綱
、
阿

部
忠
秋
な
ど
優
秀
な
家
光
軍
団
の
幕
閣
が
事
前

に
鎮
圧
し
て
し
ま
う
。 

幕
閣
が
優
秀
で
す
か
ら
、
家
綱
公
は
ゆ
っ
た
り

構
え
幕
閣
の
決
定
事
項
は
、
た
だ
「
そ
う
せ
い
」

と
い
う
こ
と
で
「
そ
う
せ
い
様
」
と
呼
ば
れ
た
と

い
い
ま
す
。 

家
光
公
の
遺
言
は
「
東
照
大
権
現
に
死
し
て
も

仕
え
る
」
で
し
た
。
家
綱
公
は
こ
の
遺
言
を
守
り

承
応
二
年
（
１
６
５
３
）
に
家
光
公
の
「
廟
所
・

大
猷
院
」
を
創
建
す
る
。
こ
れ
は
東
照
宮
に
並
び

称
さ
れ
る
よ
う
に
世
界
遺
産
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
の
「
一
ノ
鳥
居
」
も
家

綱
公
が
寄
進
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
幕
閣
の
し
っ
か
り
と
し
た
德
川

幕
府
と
は
な
っ
て
き
た
が
、
人
口
増
加
に
伴
う
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
も
行
っ
て
い
る
が
、
災
害
（
主
に

火
事
と
隅
田
川
の
洪
水
被
害
）
に
強
い
都
市
造
り

も
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。 

浅
草
待
乳
山
聖
天
か
ら
三
ノ
輪
浄
閑
寺
に
至

る
天
下
普
請
の
日
本
堤
に
よ
り
水
害
を
防
い
で

は
い
た
が
、
堤
防
の
維
持
管
理
が
問
題
で
あ
っ
た
。 

そ
こ
で
、
幕
府
は
日
本
堤
の
南
側
の
田
圃
を
二

万
坪
に
新
吉
原
を
造
成
し
人
形
町
か
ら
移
転
さ

せ
、
吉
原
に
通
う
人
々
に
堤
防
の
変
化
を
見
回
り

さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。 

丁
度
明
暦
三
年
一
月
十
八
日
江
戸
本
妙
寺
付

近
か
ら
の
火
事
が
発
生
し
十
九
日
に
は
小
石
川

伝
通
院
付
近
、
そ
の
日
の
夕
方
に
は
麹
町
か
ら
出

火
と
い
う
よ
う
に
二
日
間
に
わ
た
っ
て
江
戸
市

中
が
燃
え
、
江
戸
城
天
守
閣
ま
で
焼
け
落
ち
て
し

ま
っ
た
。
被
災
死
亡
者
は
十
万
人
以
上
と
史
上
空

前
の
人
災
で
あ
っ
た
。 

原
因
は
あ
く
ま
で
も
振
袖
火
事
と
い
う
物
語

で
あ
る
が
、
本
妙
寺
の
近
く
に
あ
る
老
中
・
阿
部

忠
秋
の
屋
敷
か
ら
の
出
火
を
本
妙
寺
が
火
元
を

引
き
受
け
た
と
い
う
説
も
あ
る
。 

そ
れ
は
本
妙
寺
が
大
火
後
に
取
り
潰
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
と
、
元
の
場
所
に
再
建
を
許
さ
れ
て

触
頭
（
ふ
れ
が
し
ら
）
に
ま
で
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。 

ま
た
、
阿
部
家
か
ら
関
東
大
震
災
に
至
る
ま
で

の
二
百
七
十
年
間
供
養
料
が
納
め
ら
れ
て
い
た

と
い
う
。
老
中
首
座
の
松
平
信
綱
が
中
心
と
な
り

指
揮
を
執
り
江
戸
の
街
割
り
の
大
改
造
に
利
用

し
た
の
で
は
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

  

以
上 
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